　












≪学習問題≫　次の式を展開してｘ２+□ｘ+△の形にしたとき，ｘの係数や数の項について気づいたことをまとめよう。


(x＋6)(x＋4)　　　　②　(x＋8)(x－5)


(x－9)(x＋7)　　　　④　(x－3)(x－1)
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≪学習問題≫




















①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・分配法則を用いて，多項式×単項式，多項式×多項式の展開ができる。


○既習とつなぐ見方・考え方


・多項式×単項式，多項式×多項式の展開を，面積図で考える学習をしている。


○共同追究でのゆさぶり


・文字を場合分けして面積図で考える経験は初めて。


○ゆさぶりに対応する経験


・2年「式の計算」で，具体数を代入して考える学習をしている。





主眼





授業計画･実施記録





②見通し： ｘの係数は2数の和、数の項は2数の積になっている。


　→2数を文字で表せば，どのような場合でも言えるか説明できる。








②学習課題：ｘの係数が2数の和，数の項が2数の積になることを，2数を文字で表して，文字式や面積図を用いて説明しよう。





１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





③個人追究：2数とxの係数，数の項の関係を文字式で説明する。








④共同追究前半（解法の比較検討）


「ａｘ+ｂｘを(ａ+ｂ


④共同追究前半（解法の比較検討）


「ａｘ+ｂｘを(ａ+ｂ)ｘとしていいのかな？」


→「面積図で2つの長方形を合わせると，縦が(ａ+ｂ)、横がｘの長方形になるから，(ａ+ｂ)ｘとしてよい。」





④共同追究後半（思考を深める）


「ａ、ｂが負の数の場合でも、面積図で説明できるだろうか。」


→　　　　　　　　　　　　　　　　　ａ＝-3，ｂ＝-5


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｘ２-3ｘ-5ｘ+15


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝ ｘ２+(-5-3)ｘ+15





ａ＝-3，ｂ＝5　　　　　　　　　　　　　　


ｘ(ｘ+5)-3ｘ-15


＝ｘ２+(5-3)ｘ-15　
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⑤まとめ（子どもの言葉で）


・(ｘ＋ａ)(ｘ＋ｂ)＝ｘ２＋(ａ＋ｂ)ｘ＋ａｂ となり，ａ，ｂが分かれば分配法則を使わなくても展開できる。


・ａ，ｂがどのような数でも，文字式や面積図を用いて公式を説明することができる。





⑥定着・活用問題


(1)次の式を，(ｘ＋ａ)(ｘ＋ｂ)＝ｘ２＋(ａ＋ｂ)ｘ＋ａｂを用いて展開しなさい。（問題　略）


(2)まきさんは(－1＋ｘ)(ｘ＋2)も(ｘ－1)(ｘ＋2)と同じように展開できることを，面積図を用いて説明しました。まきさんは，どのように説明したのでしょうか。





＜本時の展開に当たっての留意点＞


・2数とｘの係数，数の項に着目できるように絞り込んだ学習問題を提示し，文字式を使って説明することを学習課題として設定したい。


・単元を通して，面積図の活用を図り，ｘの係数は和になり数の項は積になることを、具体的に説明させたい。





≪定着・活用問題≫





【板書計画】








